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イ ン ド の 響 き を 読 み 解 く 試 み ― 音 と 情 操 　 水 野 善 文 /

  T h e S o u n d of I n di a i n W ritt e n T e xt s, MI Z U N O Y o s hif u mi

Ⅰ ． は じ め に
イ ン ド に は 古 来 、  生 活 の 百 科 万 般 に わ た っ て 指 南 書  （

理 論 書 ：

śāstra ） が 記 さ れ 、 そ れ が ど の 程 度 文 化 的 営 為 の 実 際 に 供 さ れ

た か 定 か で は な い が 、 そ の 情 報 は 後 世 へ し か と 伝 承 さ れ た 。 他の 文 化 圏 に も 同 様 の 事 情 が あ る の か 知 ら な い が 、 と り わ け 古 代か ら 中 世 の イ ン ド で は サ ン ス ク リ ッ ト 語 と い う 人 工 的 に 文 法が 確 立 さ れ 固 定 化 さ れ た 雅 語 な る 文 章 用 語 が 宝 箱 の 働 き を した か ら 、 大 事 な 情 報 は 何 で も そ の 宝 箱 に 入 れ て 保 存 さ れ た の であ る 。
音 楽 に 関 し て も 例 外 で は な い 。 音 楽 学 の 専 門 的 な 知 識 は 、 専

門 職 と し て の 歌 い 手 ・ 演 奏 家 ・ 音 楽 家 に と っ て 必 須 で あ っ た はず で 、 多 く は 師 匠 か ら 弟 子 へ と 口 頭 伝 承 さ れ て い た 。 一 方 で 、音 楽 学 関 連 文 献 も 多 く 残 さ れ て い る 。 伝 統 に の っ と り 現 代 ま で奏 で 歌 い 継 が れ て い る 音 楽 と 、 文 献 か ら 得 ら れ る 情 報 に も と づい て 試 み に 再 現 さ れ た 往 時 の 音 楽 と は 、 ど れ ほ ど の 異 同 が あ るの か 、  対 象 が 「 音 」 だ け に 、  検 証 す る 術 も な い が 、  な れ ば こ そ 、音 の な い 文 献 か ら 音 に 関 す る 記 録 を で き う る 限 り 拾 い 上 げ て 、そ の 微 か な 響 き に 耳 を 傾 け る の も 一 興 だ ろ う 。
こ こ で は 、 文 献 の 記 録 か ら 知 ら れ る 古 代 ・ 中 世 イ ン ド の 音 楽

イ ン ド の 響 き を 読 み 解 く 試 み

︱
音 と 情 操

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

水 野 善 文

文 化 を 拾 い 上 げ 、 そ の 特 徴 に つ い て 考 察 を 加 え て み た い 。 と言 っ て も 勿 論 、 膨 大 な 文 献 群 の な か か ら 極 一 部 を 恣 意 的 に 拾 い上 げ る こ と し か 出 来 な い か ら 、 あ く ま で も 一 側 面 の 紹 介 に す ぎな い こ と を ご 了 承 い た だ き た い 。 ま た 、 筆 者 は 音 楽 お よ び 音 楽学 の 素 養 を 欠 き 、 専 門 用 語 の 解 釈 も 先 行 研 究 等 に 全 面 的 に 依 拠せ ざ る を な い こ と を 予 め お 断 り し て お き た い 。Ⅱ ． サ ー マ ・ ヴ ェ ー ダ
イ ン ド の 文 献 は 紀 元 前 一 二 〇 〇 年 頃 、 祭 祀 に 関 す る 記 述 か ら

始 る 。 記 述 と い っ て も 、 文 字 で 書 き 記 さ れ た の で は な い 。 初 めて 文 字 化 さ れ た で あ ろ う 西 暦 紀 元 前 後 頃 以 降 も 現 代 に 至 る まで 綿 々 と 口 頭 伝 承 さ れ て き て い る 。 つ ま り 「 音 」 で 伝 承 さ れ てき た の だ

1。 祭 式 に お け る 、 神 へ の 讃 歌 （

Hotṛ

祭 官 に よ る

ṛc- ）  、

供 犠 を 行 な う 際 の 祝 詞 （
Adhvaryu

祭 官 に よ る

yajus- ）  、 祭 式 の 無

事 遂 行 を 保 全 す る た め の 祈 祷 ・ 呪 文 （

Bra
h

ma
n

祭 官 に よ る

at
har va

n-

お よ び

a
ṅ
giras- ） な ど 、 あ ら ゆ る 文 言 が 音 （

声
） と し て 記 憶

さ れ て き

た が 、 併 せ て 、 音 楽 そ の も の の 記 録 を 意 図 し た 文 献 が あ る 。 讃歌 を 歌 い な が ら 献 供 を お こ な う 役 割 を 担 う

Udgātṛ

祭 官 が 保 持

本 稿 の 著 作 権 は 著 者 が 保 持 し 、 ク リ エ イ テ ィ ブ ・ コ モ ン ズ 表 示 4. 0 国 際 ラ イ セ ン ス ( C C- B Y)  下 に 提 供 し ま す 。

 htt p s:// cr e ati v e c o m m o n s. or g/li c e n s e s/ b y/ 4. 0/ d e e d.j a
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し た 『 サ ー マ ・ ヴ ェ ー ダ （

Sā
ma-veda

）  』 だ 。 文 言 は 讃 歌 集 で あ

る 『 リ グ ・ ヴ ェ ー ダ （
Ṛg-veda

）  』 に 収 録 さ れ て い る も の と ほ と

ん ど 同 一 だ が 、 趣 意 は サ ー マ ン （

sā
man- ） と 呼 ば れ る 旋 律 を 示

す 符 号 の ほ う だ 。 文 字 と し て の 表 記 （

ガ ー ナ

gāna ） は か な り 後

代 に な っ て か ら の よ う で あ る が 、 七 つ の 音 階 や 音 の 長 さ を 示す も の で 、 ま さ し く 音 符 そ の も の だ 。 讃 歌 、 祝 詞 、 祈 祷 文 等 、ヴ ェ ー ダ の 文 言 は 全 て 神 の 啓 示 に よ る 天 啓 書 と さ れ る が 、 そ れぞ れ に 名 称 も 施 さ れ た 旋 律 の 多 く の 起 源 は 民 衆 の 側 に あ っ て 、し か も 呪 力 を 持 っ て い る と さ れ て い た 。  ［

ヴ ィ ン テ ル ニ ッ ツ

　

一 九 六 四 、  一 六 一 ︱ 一 七 〇 頁 ］Ⅲ ． 粋 人 の 素 養　
四 世 紀 に は 成 立 し て い た と さ れ る カ ウ テ ィ リ ヤ （

Kauṭilya

）

と い う 宰 相 に 帰 せ ら れ る 政 治 学 書 『 実 利 論 （

Artha-śāstra

）  』 の

第 二 巻 第 二 十 七 章 は 「 遊 女 長 官 」 の 任 務 が 規 定 さ れ て い る が 、そ の な か に 次 の よ う な 一 節 も あ る ［

島 田

　
一 九 九 六 、  一 一 四 ︱

一 一 五 頁

］  。

　
歌 ・ 器 楽 ・ 吟 誦 ・ 舞 踊 ・ 演 劇 ・ 文 字 ・ 絵 画 ・ 琵 琶 ・ 笛 ・ 太 鼓 ・

読 心 術 ・ 香 や 花 環 を 作 り こ と ・ 会 話 術 ・ マ ッ サ ー ジ ・ 遊 女 の 手管 な ど 、 技 術 （ カ ラ ー ） に 関 す る 知 識 を 、 遊 女 や 奴 隷 女 や 舞 台で 生 活 す る 女 た ち に 教 え る 者 に は 、 国 庫 か ら 生 活 費 を 支 給 す べき で あ る 。  （

2 8）  ［ 上 村

　
一 九 八 四 、 上 二 〇 二 頁 ］

　
社 会 の 安 定 し た 王 朝 統 治 下 に あ っ て 、 文 化 奨 励 策 が 施 さ れ

て い た こ と が 分 か る 規 定 だ が 、 こ こ に も 用 い ら れ て い た カ ラ ー（

kalā ） と い う 単 語 は 、 教 養 人 お よ び 遊 興 サ ロ ン で の 芸 能 提 供 者

で あ る 高 級 娼 婦 た ち が 修 め る べ き 技 芸 ・ 素 養 の こ と で あ る 。 古く は 出 自 が 良 い 家 柄 で あ れ ば そ れ だ け 多 く の 技 芸 を 身 に つ ける べ き だ と 言 及 さ れ る こ と も あ っ た ［

水 野

　
二 〇 一 四 、  三 七 九 頁 、

注 十 六

］  。

　
や は り 四 世 紀 頃 に は 成 立 し て い た と 思 わ れ る 性 愛 学 書 『 カ ー

マ ・ ス ー ト ラ （

Kā
ma-sūtra

）  』 に は 六 十 四 種 の カ ラ ー が 列 挙 さ れ

て い る

2。 そ の う ち 、  音 楽 関 連 の も の だ け を ピ ッ ク ア ッ プ す る 。

　 ︿

１ ﹀ 唱 歌

 ︿

2﹀ 楽 器 の 演 奏

 ︿

2 7﹀ ヴ ィ ー ナ ー （ 絃 楽 器 ） お

よ び ダ マ ル カ （ 打 楽 器 ） の 演 奏

　 ︿

2 8﹀ 謎 謎 遊 び

　 ︿

2 9﹀ 詩 頌

を 誦 し あ っ て 競 う 遊 び

　

 ︿

3 0﹀ 難 し い 語 句 の 発 音 法

　 ︿

3 1﹀ 書

物 の 朗 読

　 ︿

3 2﹀ 鸚 鵡 な ど に 人 語 を 教 え る こ と

　 ︿

4 6﹀ 密 か に 申

し 合 わ せ た 言 葉 の 種 々 な る 使 用 法

　 ︿

5 2﹀ 人 と 一 緒 に 朗 読 す る

こ と

　 ︿

5 7﹀ 手 振 り 身 振 り と と も に 詩 頌 を 詠 う 方 法 。  ［ 岩 本

　

一 九 九 八 、  八 二 ︱ 八 六 頁 ］

　
こ れ ら も 、  ナ ー ガ ラ カ  （

nāgaraka

、語 義 は  「 都 会 人 」

）  と 呼 ば れ る 、

教 養 と 財 産 と 時 間 を 持 て 余 す 粋 人 た ち が 、 王 宮 な ど で 設 営 さ れた 文 芸 サ ロ ン に 参 加 し 、 自 ら 披 露 し た り 、 他 者 の 朗 読 を 鑑 賞 した り し て 楽 し ん だ の で あ る 。 日 本 で 言 え ば 、 元 禄 文 化 、 文 化 文政 文 化 の 時 代 を 彷 彿 と さ せ る 、 心 に 余 裕 の あ る 時 代 ・ 社 会 に おけ る 豪 華 絢 爛 た る 文 化 繁 栄 の 一 齣 だ 。
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Ⅳ
．
音
楽
理
論
書

　

ヴ
ェ
ー
ダ
祭
式
で
歌
わ
れ
た
歌
謡
に
は
あ
る
種
の
力
が
具
わ
っ
て
い

る
と
さ
れ
た
が
、
純
粋
に
娯
楽
と
し
て
楽
し
ま
れ
る
音
楽
の
世
界
が
あ
っ

た
の
も
当
然
で
は
あ
る
。
お
そ
ら
く
他
の
文
化
圏
に
先
駆
け
て
イ
ン
ド
で

早
く
登
場
し
た
音
楽
理
論
書
で
は
、
こ
の
文
献
の
創
作
者
の
位
置
が
祭
官

（
バ
ラ
モ
ン
）
に
あ
っ
た
か
ら
か
、
祭
祀
の
際
の
、
讃
歌
の
効
果
音
と
し

て
音
楽
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　

イ
ン
ド
最
古
の
音
楽
理
論
（saṅgīta-śāstra

あ
る
い
はgāndharva-śāstra

）

が
、
成
立
年
代
が
未
詳
だ
が
遅
く
と
も
五
世
紀
に
は
成
立
し
て
い
た
と
さ

れ
る
演
劇
論
書
『
ナ
ー
テ
ィ
ヤ
・
シ
ャ
ー
ス
ト
ラ
（N

āṭya-śāstra

）』
の

終
末
部
、
第
二
十
八
章
か
ら
三
十
四
章
に
お
い
て
展
開
さ
れ
た
。
そ
の

後
、
時
代
を
追
っ
て
数
多
く
の
音
楽
理
論
書
が
記
さ
れ
て
い
る
［Te N

i-
jenhuis

］［
ヴ
ィ
ン
テ
ル
ニ
ッ
ツ　

一
九
七
三
、一
七
六
︱
一
七
九
頁
］
が

3
、

こ
こ
で
は
先
学
に
よ
っ
て
翻
訳
さ
れ
て
い
る
『
ナ
ー
テ
ィ
ヤ
・
シ
ャ
ー

ス
ト
ラ
』
第
二
十
八
章
（
器
楽
）
か
ら
ご
く
一
部
を
紹
介
し
よ
う
。〔　

〕

内
は
、
本
稿
の
筆
者
に
よ
る
補
註
。
数
字
は
こ
の
章
に
お
け
る
詩
節
の
順

番
。（

11
）
ガ
ー
ン
ダ
ル
ヴ
ァ
〔
音
楽
〕
は
楽
音
（svara

）
と
拍
子
（tāla
）
と

詩
句
（pada

）
の
三
者
か
ら
な
る
。・
・
・

（
12
）
楽
音
は
絃
に
よ
る
も
の
と
、
人
声
に
よ
る
も
の
と
の
二
つ
の
拠
り

所
を
も
つ
と
云
わ
れ
る
。・
・
・

（
13
）
楽
音
（svara

）、
音
階
（grām

a

）、
旋
法
（m

ūrcchana

）、
準
旋
法

（tāna

）、
声
域
（stāna

）、
伴
奏
様
式
（vṛtti

）、
合
方
（śuṣka

）、
共
通
音

（sādhāraṇa

）、
旋
律
様
式
（varṇa

）、
荘
厳
（alaṅkāra

）、
要
素
（dhātu

）、

（
14
）
律
（śruti

）、お
よ
び
秩
序
あ
る
音
符
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
曲
調
（jāti

）

が
あ
る
。・
・
・

（
15
）
七
音
、
二
音
階
、
十
三
荘
厳
、
四
旋
律
様
式
、
三
声
域
、
十
八
曲
調
、

二
共
通
音
は
、人
声
を
伴
っ
た
ヴ
ィ
ー
ナ
ー
〔
琵
琶
に
相
当
す
る
弦
楽
器
〕

に
お
け
る
全
部
で
あ
る
。

・
・
・

　

そ
の
う
ち
楽
音
（svara

）
は
、

（
21
）具
六（ṣaḍja

サ
音
）、神
仙（ṛṣabha

リ
音
）、持
地（gāndhāra

ガ
音
）、

中
婦
（m

adhyam
a

マ
音
）、
等
五
（pañcam

a

パ
音
）、
明
意
（dhaivata

ダ
音
）、
お
よ
び
第
七
が
近
聞
（niṣāda

ニ
音
）
で
あ
る
。

（
22
）
こ
れ
ら
七
音
に
律
（śruti

）
を
適
用
し
て
、
主
音
（vādin

）、
協
和

音
（saṃ

vādin

）、
従
属
音
（anuvādin

）
違
和
音
（vivādin

）
の
四
種
が

知
ら
れ
て
い
る
。

［
島
田　

一
九
八
二 

ａ
、
五
四
五
︱
五
四
七
頁
］

　

楽
音
の
七
種
「
サ
、
リ
、
ガ
、
マ
、
パ
、
ダ
、
ニ
、（
サ
）」
は
、「
ド
、
レ
、

ミ
、
フ
ァ
、
ソ
、
ラ
、
シ
、（
ド
）」
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
が
、『
サ
ー

マ
・
ヴ
ェ
ー
ダ
』
に
既
に
規
定
さ
れ
て
い
た
七
音
と
完
全
に
一
致
す
る
の

か
否
か
は
未
詳
。
と
も
か
く
、
こ
れ
か
ら
音
楽
論
を
展
開
し
よ
う
と
す
る

前
段
階
で
の
基
礎
用
語
列
挙
の
箇
所
を
見
た
わ
け
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
も

如
何
に
緻
密
に
論
じ
よ
う
と
し
て
い
る
か
が
伺
え
よ
う
。

Ⅴ
．
文
学
作
品
に
お
け
る
言
及

　

音
楽
理
論
の
中
味
に
立
ち
入
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
そ
の
要
諦
が
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諸
々
の
文
学
作
品
に
言
及
さ
れ
る
様
を
み
る
と
、
音
楽
を
裏
打
ち
す
る
理

論
の
浸
透
が
音
楽
そ
の
も
の
の
ポ
ピ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
の
高
さ
を
感
じ
さ
せ

る
。
音
楽
家
、
歌
い
手
、
演
奏
家
が
了
解
し
さ
え
す
れ
ば
よ
い
知
識
が
、

そ
れ
ら
直
接
の
担
い
手
た
ち
の
掌
中
に
留
ま
ら
ず
、
他
の
文
人
、
知
識
人
、

教
養
人
の
間
に
も
知
ら
れ
て
い
る
と
い
う
実
態
は
、
詩
人
に
代
表
さ
れ
る

文
人
た
ち
は
全
智
者
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
イ
ン
ド
の
文
化
風

土
が
顕
現
し
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

　

多
様
な
文
人
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
音
楽
理
論
を
了
知
し
て
い
た
事
例
を

見
て
い
く
が
、
先
に
そ
の
見
え
方
の
興
味
深
い
点
を
指
摘
し
て
お
き
た

い
。

　

今
、
ひ
と
ま
ず
関
わ
り
の
あ
る
文
学
ジ
ャ
ン
ル
に
限
定
す
る
と
、
次
の

三
種
に
な
る
。
ま
ず
は
周
知
の
二
大
叙
事
詩
、
つ
ぎ
に
王
族
を
パ
ト
ロ
ン

と
し
て
宮
廷
に
仕
え
た
詩
人（
劇
作
家
）た
ち
に
よ
る
カ
ー
ヴ
ィ
ヤ（kāvya

）

作
品
、
そ
し
て
口
語
（
地
方
語
）
に
よ
っ
て
巷
間
に
伝
承
さ
れ
て
い
た
民

話
を
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
整
理
し
纏
め
た
説
話
（kathā

）
作
品
群
だ
。

二
大
叙
事
詩
は
『
マ
ハ
ー
・
バ
ー
ラ
タ
（M

ahā-bhārata
）』
も
『
ラ
ー
マ
ー

ヤ
ナ
（R

ām
āyaṇa

）』
も
い
ず
れ
も
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
語
り
部

が
保
持
し
た
。
カ
ー
ヴ
ィ
ヤ
作
品
は
高
度
な
知
性
を
具
え
た
詩
人
た
ち
に

よ
る
も
の
だ
。
説
話
作
品
は
説
話
集
と
し
て
纏
め
た
編
者
は
カ
ー
ヴ
ィ
ヤ

詩
人
あ
る
い
は
そ
れ
相
応
の
有
能
な
文
人
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、

個
々
の
お
話
の
起
源
は
、
い
わ
ば
詠
み
人
知
ら
ず
の
民
話
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
担
い
手
が
異
な
る
各
ジ
ャ
ン
ル
か
ら
一
例
ず
つ
拾
う

こ
と
に
な
る
。

V
︱
一
．『
ラ
ー
マ
ー
ヤ
ナ
』
の
例

　

現
在
に
伝
わ
る
ヴ
ァ
ー
ル
ミ
ー
キ
の
『
ラ
ー
マ
ー
ヤ
ナ
』
は
全
七
巻
、

約
二
万
四
千
偈
（
ほ
と
ん
ど
が
、
八
音
節
四
行
か
ら
な
る
シ
ュ
ロ
ー
カ
と
い

う
韻
律
か
ら
な
る
詩
節
）
で
構
成
さ
れ
る
。
第
一
巻
と
第
七
巻
は
後
世
の

追
補
だ
と
さ
れ
る
が
、
冒
頭
、
物
語
へ
の
導
入
の
仕
方
に
も
そ
の
片
鱗
が

窺
え
る
。
発
端
、
苦
行
者
ヴ
ァ
ー
ル
ミ
ー
キ
が
聖
仙
ナ
ー
ラ
ダ
に
、
有
徳
、

容
姿
端
麗
、
国
民
を
幸
福
に
す
る
人
物
は
誰
か
と
訊
ね
る
と
、
ナ
ー
ラ
ダ

仙
人
は
、
物
語
全
体
の
梗
概
と
も
言
え
る
詳
し
い
紹
介
を
付
し
て
ラ
ー
マ

の
名
を
告
げ
、
こ
の
物
語
を
読
誦
す
る
こ
と
の
果
報
も
強
調
す
る
。
そ
の

後
、
射
殺
さ
れ
た
鳥
の
悲
し
み
を
言
葉
に
し
た
と
き
、
図
ら
ず
も
、
弦
楽

器
に
乗
せ
て
朗
詠
す
る
の
に
叶
っ
た
拍
子
の
シ
ュ
ロ
ー
カ
調
を
見
出
し

た
ヴ
ァ
ー
ル
ミ
ー
キ
に
、
ブ
ラ
フ
マ
ー
神
（
梵
天
）
が
そ
の
シ
ュ
ロ
ー
カ

韻
律
で
、
聖
仙
か
ら
聞
い
て
る
ラ
ー
マ
物
語
を
創
作
せ
よ
、
と
勧
め
る
。

ヴ
ァ
ー
ル
ミ
ー
キ
は
ヨ
ー
ガ
の
瞑
想
の
な
か
で
、
未
来
の
出
来
事
（
第
七

巻
）
を
含
め
て
創
作
し
た
。
完
成
し
た
そ
の
物
語
の
朗
誦
役
と
し
て
、
美

し
い
声
を
具
え
た
ク
シ
ャ
と
ラ
ヴ
ァ
（
ラ
ー
マ
と
シ
ー
タ
ー
の
子
供
）
を

抜
擢
し
、
朗
誦
法
を
指
南
す
る
。
そ
の
一
節
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
音

楽
理
論
が
語
ら
れ
る
［
島
田　

一
九
八
二
ｂ
］。
原
語
が
分
か
る
よ
う
に
テ

ク
ス
ト
も
提
示
し
て
お
く
。

pāṭhye geye ca m
adhuraṃ

 pram
āṇais tribhir anvitam

 /
jātibhiḥ saptabhir yuktaṃ

 tantrī-laya-sam
anvitam

 // 8 //
rasaiḥ śṛṅgāra-karuṇa-hāsya-raudra-bhyānakaiḥ /
tīrādibhī rasair yuktaṃ

 kāvyam
 etad agāyatām

 // 9 //
tau tu gāndharva-tattva-jñau sthāna-m

ūrchana-kovidau /
bhrātarau svara-saṃ

pannau gandharvāv iva rūpiṇau // 10 // (I, 4) 
[M

udholakara: I, 76]
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（
詩
頌
は
）
三
つ
の
拍
子
（
速
・
中
・
徐
）
を
具
え
、
七
つ
の
音
階
を
具
え
、

弦
楽
器
の
拍
子
（
速
・
中
・
徐
）
を
具
え
、
詩
の
基
調
と
な
る
情
感
と
し

て
の
恋
愛
・
憐
れ
み
・
歓
び
の
笑
い
・
激
怒
・
恐
怖
を
具
え
、
か
つ
勇
気

な
ど
の
情
感
を
具
え
て
い
た
。
そ
の
詩
頌
を
、
二
人
は
優
雅
に
歌
っ
た
。

　

二
人
の
兄
弟
は
音
楽
の
真
義
を
知
り
、
声
の
調
子
（
高
・
低
）
と
旋
律

（
音
調
の
規
則
的
高
下
）
に
精
通
し
て
お
り
、
美
し
い
声
を
具
え
て
い
て
、

あ
た
か
も
天
上
の
楽
人
ガ
ン
ダ
ル
ヴ
ァ
が
こ
の
世
に
現
れ
た
よ
う
で
あ
っ

た
。（I, 4, 8-10

）［
中
村
　
二
〇
一
二
、六
一
頁
］

Ｖ
︱
二
．
カ
ー
ヴ
ィ
ヤ
作
品
に
お
け
る
例

　

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
王
な
が
ら
玄
奘
と
も
接
見
し
た
と
さ
れ
る
ハ
ル
シ
ャ

デ
ー
ヴ
ァ
（H

arśadeva

、
七
世
紀
前
半
）
に
よ
る
仏
教
劇
『
ナ
ー
ガ
ー
ナ

ン
ダ
（N

āgānanda

）（
龍
王
の
喜
び
）』
第
一
幕
に
あ
る
描
写
。

　

蜂
は
飛
び
交
い
、
羽
音
立
て
、
や
さ
し
く
甘
き
妙
の
音
に
、
歓

迎
の
辞
を
述
ぶ
る
ご
と
。
果
実
の
重
み
に
し
な
い
て
は
、
梢
は
お

辞
儀
を
な
す
と
み
え
、
花
の
雨
を
降
ら
し
て
は
、
我
に
供
物
を
供

う
ご
と
。
人
の
こ
と
訪
う
折
あ
ら
ば
、
庭
に
栄
え
る
木
々
さ
え
も
、

客
を
迎
う
る
道
知
る
か
。（
12
）

　

こ
れ
は
ま
さ
し
く
住
む
に
適
わ
し
い
苦
行
林
。
わ
れ
ら
こ
こ
に
住
み
つ

け
ば
、
何
事
も
な
く
無
事
平
穏
で
あ
ろ
う
。

道
化
「
お
お
、
友
よ
。
こ
こ
な
る
仔
鹿
の
群
れ
は
、
心
持
ち
頭
を
か
し
げ
、

食
べ
る
の
も
忘
れ
て
口
よ
り
草
糧
を
落
と
し
、
片
耳
を
そ
ば
立
て

な
が
ら
、
眼
を
つ
む
っ
て
何
事
か
聞
き
入
っ
て
い
る
よ
う
に
み
え

る
が
。

主
人
公
〔
耳
を
傾
け
〕

「
友
よ
、
全
く
汝
の
い
う
と
お
り
だ
。
何
と
な
れ
ば
、

音
階
違
わ
ず
高
低
と
、
声
の
調
べ
を
配
す
れ
ば
、
ガ
マ
カ
の
響
き

明
瞭
に
、飛
び
交
う
蜂
の
音
に
ま
ご
う
、琴
の
響
き
に
伴
わ
れ
、朗
々

と
伝
わ
り
来
た
る
歌
声
に
、
仔
鹿
の
群
れ
は
体
か
し
げ
、
歯
の
間

に
は
さ
む
草
束
を
、
噛
む
音
制
し
て
聞
き
入
れ
ば
。（
13
）」

道
化
「
友
よ
、
こ
こ
な
る
苦
行
林
に
、
か
く
歌
っ
て
い
る
の
は
一
体
誰
だ

ろ
う
か
。」

主
人
公
「
伴
奏
の
響
き
は
、
か
弱
い
指
先
で
奏
で
ら
れ
、
タ
ッ
チ
も
さ
ほ

ど
鋭
く
な
い
し
、
歌
声
は
低
き
調
べ
を
主
と
し
て
い
る
か
ら
、
案

ず
る
に

　
（
と
い
っ
て
指
先
で
前
方
を
指
し
て
）

こ
れ
な
る
神
殿
に
、
神
を
祀
る
天
女
が
琴
を
奏
で
て
い
る
も
の
で

あ
ろ
う
。」

道
化　
「
さ
れ
ば
友
よ
、
こ
れ
な
る
神
殿
に
と
も
ど
も
お
詣
り
し
よ
う
で

は
な
い
か
。」

主
人
公
「
い
か
に
も
も
っ
と
も
。
け
だ
し
我
々
は
神
様
を
拝
ま
な
く
て
は

な
ら
ぬ
。

　
〔
近
づ
き
な
が
ら
、
急
に
立
ち
止
ま
り
〕

友
よ
。
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、
我
々
ご
と
き
者
が
飛
び
出
す
幕
で
は

な
い
か
も
知
れ
ぬ
。
し
か
ら
ば
、
先
ず
は
こ
の
タ
ー
マ
ラ
の
繁
み

に
か
く
れ
て
、
参
拝
の
機
を
待
つ
事
と
致
そ
う
。」

　
〔
と
い
っ
て
両
人
は
そ
の
仕
草
を
す
る
〕

　
〔
こ
こ
に
、
地
面
に
坐
り
、
琴
（vīṇā

）
を
奏
で
る
マ
ラ
ヤ
ー
ヴ
ァ

テ
ィ
ー
が
、
侍
女
を
伴
っ
て
登
場
す
る
〕
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女
主
人
公　
〔
琴
に
合
わ
せ
て
歌
う
〕

　
「
咲
き
誇
る
、蓮
花
の
シ
ベ
の
粉
の
ご
と
、白
さ
に
輝
く
ガ
ウ
リ
ー

様
。
何
卒
お
恵
み
垂
れ
給
い
、
叶
え
さ
せ
給
え
、
わ
が
望
み
。（
14
）」

主
人
公
〔
耳
を
傾
け
〕

「
何
と
美
事
な
歌
声
か
。
何
と
妙
な
る
琴
の
調
べ
か
。

　

こ
の
歌
に
、
十
種
の
奏
法
あ
き
ら
け
く
、
緩
急
三
種
の
拍
子
鮮

や
か
に
、
ゴ
ー
プ
ッ
チ
ャ
等
三
種
の
休
符
も
順
を
追
い
、
タ
ッ
ト

ヴ
ァ
、
オ
ー
ガ
、
ア
ヌ
ガ
タ
と
、
弾
ず
る
指
先
妙
を
得
て
、
奏
楽

の
美
の
あ
ら
わ
れ
る
。（
15
）」

［
原　

一
九
六
六
、三
七
六
頁
下
段
︱
三
七
七
頁
上
段
］

vyaktir vyañjana-dhātunā daśavidhenāpy atra labdhām
unā

 
vispaṣṭo druta-m

adhya-lam
bita-paricchinnas tridhāyaṃ

 layaḥ /
gopucchā-pram

ukhāḥ kram
eṇa yatayas tisro’pi saṃ

vāditāḥ
 

sattvaughānugatāś ca vādya-vidhayaḥ sam
yak trayo darśitāḥ // 15 // 

[G
aṇapati-Śāstrī: 56]

　

音
楽
用
語
が
使
わ
れ
て
い
る
第
十
五
偈
の
原
テ
ク
ス
ト
を
示
し
た
が
、

こ
こ
で
使
用
さ
れ
て
い
る
専
門
用
語
は
、
先
に
み
た
基
本
語
彙
よ
り
も
一

層
専
門
性
が
高
い
も
の
の
よ
う
だ
。

Ｖ
︱
三
．
説
話
文
学
に
お
け
る
例

　

今
か
ら
一
世
紀
以
上
前
の
学
界
に
お
い
て
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
に
発
す
る

『
イ
ソ
ッ
プ
童
話
集
』
と
も
そ
の
先
後
関
係
が
取
り
ざ
た
さ
れ
た

4
動
物

寓
話
集『
パ
ン
チ
ャ
タ
ン
ト
ラ（Pañca-tantra

）』第
五
巻「
思
慮
な
き
行
為
」

第
七
話
「
歌
を
歌
っ
た
驢
馬
」5
か
ら
。
驢
馬
ウ
ッ
ダ
タ
は
、友
達
に
な
っ

た
ジ
ャ
ッ
カ
ル
と
夜
な
夜
な
胡
瓜
畑
に
忍
び
込
み
盗
み
食
い
し
て
い
た
。

あ
る
夜
、
発
情
し
た
驢
馬
が
忍
び
込
ん
だ
畑
の
な
か
で
歌
を
歌
い
た
く

な
っ
た
。

「
お
い
、
甥
っ
子
よ
、
見
ろ
。
と
て
も
き
れ
い
な
夜
だ
ぜ
。
そ
こ
で
俺
は

歌
を
歌
お
う
と
思
う
。
ど
ん
な
旋
法（
ラ
ー
ガ
）で
歌
っ
た
ら
よ
い
か
言
っ

て
く
れ
」

す
る
と
ジ
ャ
ッ
カ
ル
は
言
っ
た
。

「
小
父
さ
ん
、
そ
ん
な
無
駄
な
こ
と
を
や
っ
て
何
に
な
る
ん
だ
い
。
我
々

は
盗
み
を
し
て
い
る
ん
だ
ぜ
。
盗
賊
と
情
夫
は
密
や
か
に
行
動
す
べ
き
で

あ
る
。
こ
う
言
わ
れ
て
い
る
で
は
な
い
か
。

　

咳
の
出
る
者
は
盗
み
を
控
え
よ
。
ま
た
寝
坊
助
も
盗
み
を
や
め

る
べ
き
だ
。

　

病
に
冒
さ
れ
た
者
は
食
欲
を
絶
つ
べ
き
だ
。
も
し
長
生
き
し
た

い
な
ら
。（
52
）

　

そ
れ
に
あ
な
た
の
歌
声
は
甘
美
で
は
な
い
。
ま
る
で
法
螺
貝
の
音
の
よ

う
で
、遠
く
か
ら
で
も
聞
こ
え
る
の
だ
。
こ
の
畑
に
は
、番
人
た
ち
が
眠
っ

て
い
る
。
彼
等
が
起
き
て
、
あ
な
た
を
殺
す
か
捕
ら
え
る
か
す
る
ぜ
。
だ

か
ら
、
こ
の
甘
露
の
よ
う
な
胡
瓜
を
た
だ
食
べ
る
だ
け
に
し
な
さ
い
。
余

計
な
こ
と
は
し
な
い
方
が
よ
い
。」

　

そ
れ
を
聞
く
と
驢
馬
は
言
っ
た
。

　
「
あ
あ
、
君
は
森
に
住
ん
で
い
る
の
で
、
歌
の
味
わ
い
が
わ
か
ら
な
い

の
だ
。
だ
か
ら
そ
ん
な
こ
と
を
言
う
ん
だ
よ
。
こ
う
言
わ
れ
て
い
る
じ
ゃ

な
い
か
。

　

秋
の
月
が
闇
を
遠
く
退
け
、
恋
人
が
近
く
に
い
る
時
、
幸
福
な
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人
々
の
耳
に
は

　

微
妙
な
歌
声
が
甘
露
の
よ
う
に
響
き
わ
た
る
。（
53
）」

ジ
ャ
ッ
カ
ル
は
言
っ
た
。

　
「
小
父
さ
ん
、
そ
れ
も
そ
う
だ
が
、
あ
な
た
は
歌
え
は
し
な
い
。
た
だ

嘶
く
だ
け
だ
。
そ
ん
な
自
分
の
目
的
を
台
無
し
に
す
る
よ
う
な
こ
と
を
し

て
何
に
な
る
の
か
ね
」

　

す
る
と
驢
馬
が
言
っ
た
。

　
「
お
い
、
馬
鹿
め
、
俺
が
歌
を
知
ら
な
い
と
い
う
の
か
？　

声
楽
上
の

区
分
を
説
く
か
ら
聞
け
。

　

音
階（
ス
ヴ
ァ
ラ
）は
七
、音
律（
グ
ラ
ー
マ
）は
三
、ム
ー
ル
チ
ャ

ナ
は
二
十
一
、
タ
ー
ナ
は
四
十
九
、
以
上
が
音
階
の
構
成
で
あ
る
。

　

音
域
（
ス
タ
ー
ナ
）
が
三
、
休
止
が
六
、
情
趣
（
ラ
サ
）
が
九
、

旋
法
（
ラ
ー
ガ
）
が
三
十
六
、
感
情
（
バ
ー
ヴ
ァ
）
は
四
十
で
あ

る
と
言
わ
れ
る
。

　

そ
れ
故
、
声
楽
の
区
分
は
計
百
八
十
五
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
る
。

か
つ
て
バ
ラ
タ
自
身
、
ヴ
ェ
ー
ダ
に
つ
け
加
え
て
こ
う
述
べ
た
。

（
54
︱
56
）

　
　

神
々
に
と
っ
て
さ
え
、
こ
の
世
で
歌
ほ
ど
喜
ば
し
い
も
の
は

　

な
い
。

　
　

ラ
ー
ヴ
ァ
ナ
は
乾
い
た
腱
（
弦
）
の
心
地
よ
い
音
に
よ
り
シ

　

ヴ
ァ
神
を
魅
了
し
た
。（
57
）

　

甥
っ
子
よ
、
そ
れ
な
の
に
ど
う
し
て
俺
が
歌
を
知
ら
な
い
と
い
っ

て
止
め
る
の
か
？
」

・
・［
田
中
・
上
村
、
四
五
二
︱
四
五
四
頁
］

sapta svarās trayo grām
ā m

ūrchanāś caikatriṃ
śatiḥ /

tānās tv ekonapañcāśad ity etat svara-m
aṇḍalam

 // 52 //
sthāna-trayaṃ

 yatināṃ
 ca ṣaḍ āsyāni rasā nava /

rāgāḥ ṣaḍviṃ
śatir bhāvāś catvāriṃ

śat tataḥ sm
ṛtāḥ // 53 //

pañcāśītyadhikaṃ
 hy etad gītāṅgānāṃ

 śataṃ
 sm

ṛtam
 /

svayam
 eva purā proktaṃ

 bharatena śruteḥ param
 // 54 //

nānyad nītāt priyaṃ
 loke devānām

 api dṛśyate /
śuṣkasnāyus svarāhlādāttryakṣaṃ

 jagrāha rāvaṇaḥ // 55 //  [K
ale: 241 ]

　

音
楽
専
門
用
語
が
出
る
詩
節
の
み
テ
ク
ス
ト
を
示
し
た
。（
和
訳
の
底

本
と
異
な
る
版
ゆ
え
、
偈
の
番
号
が
二
つ
ず
れ
て
い
る
。）
第
56
偈
に
言
及

さ
れ
て
い
る
バ
ラ
タ
は
、
和
訳
者
の
注
［
田
中
・
上
村
、
四
八
九
頁
、
注

三
九
］
に
よ
れ
ば
『
ナ
ー
テ
ィ
ヤ
・
シ
ャ
ー
ス
ト
ラ
』
の
著
者
と
さ
れ
る

B
harata

の
こ
と
だ
と
い
う
。
同
じB

harata

と
い
う
名
の
人
物
に
帰
せ
ら

れ
る
『
ギ
ー
タ
ー
ラ
ン
カ
ー
ラ
（G

ītālaṃ
kāra

）』
の
テ
ク
ス
ト
を
批
判
的

校
訂
を
施
し
刊
行
し
た
ダ
ニ
エ
ル
は
、
同
書
の
み
な
ら
ず
諸
文
献
に
『
パ

ン
チ
ャ
タ
ン
ト
ラ
』
で
の
言
及
箇
所
と
パ
ラ
レ
ル
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
紹

介
し
て
い
る
。『
ギ
ー
タ
ー
ラ
ン
カ
ー
ラ
』
第
四
章
の
冒
頭
部
分
が
以
下

の
通
り
、
一
部
を
除
い
て
ほ
ぼ
パ
ラ
レ
ル
だ
。

sapta svarās trayo grām
ā m

ūrchanāś caikaviṃ
śatiḥ /

tānā ekonapañcāśat tisro m
ātrā layās trayaḥ // 1 //

sthāna-trayaṃ
 yatīnāṃ

 ca ṣaḍ āsyāni rasā nava /
varṇāḥ śaṭtriṃ

śad ity uktā bhāṣāḥ syuḥ sapta ṣaḍgunāḥ // 2 //
pañcāśīty adhikaṃ

 hy etad gītāṅgānāṃ
 śataṃ

 sm
ṛtam

 /
svayam

 eva purā proktaṃ
 brahm

aṇāvyakta-janm
anā // 3 // [D

aniélou: 
46-48]
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ま
た
、
い
わ
ゆ
る
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
の
聖
典
群
プ
ラ
ー
ナ
文
献
中
、『
ヴ
ァ
ー

ユ
・
プ
ラ
ー
ナ
（V

āyu-purāṇa

）』
第
八
十
六
章
に
も
あ
る
と
い
う
の
で
、

参
考
ま
で
に
挙
げ
て
お
く
。
プ
ラ
ー
ナ
は
「
古
譚
」
と
い
う
意
味
合
い
だ

が
、
お
も
に
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
寺
院
で
保
持
さ
れ
、
包
含
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
因

縁
譚
は
時
間
と
と
も
に
増
殖
し
、
ま
た
諸
学
問
の
要
素
を
組
み
入
れ
た
り

し
た
の
で
、
日
々
拡
大
し
て
き
た
文
献
で
あ
る
。
音
楽
理
論
が
組
み
込
ま

れ
て
も
不
思
議
は
な
い
。

sapta svarās trayo grām
ā m

ūrchanās tv ekaviṃ
śatiḥ /

tālāś caikonapañcāṣaḍ ity etat svra-m
aṇḍalam

 // 36 //
ṣaḍ-jarṣabhau ca gāndhāro m

adhyam
aḥ pañcam

as tathā /
dhaivataś cāpi vijñeyas tathā cāpi niṣādavān // 37 // [V

āyu-purāṇa: 
313] [D

aniélou: 46]

　

説
話
集
の
な
か
に
音
楽
理
論
や
専
門
用
語
が
登
場
し
た
か
ら
と
い
っ

て
、
文
学
作
品
と
し
て
整
備
さ
れ
る
前
の
、
口
語
（
諸
地
方
語
）
に
よ
る

民
話
と
し
て
巷
間
に
流
布
し
て
い
た
段
階
か
ら
そ
う
し
た
専
門
知
識
が

組
み
込
ま
れ
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。
面
白
く
て
為
に
な
る
お
話
を
後

代
ま
で
残
そ
う
と
欲
し
た
文
人
が
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
に
置
き
換
え
て
、

枠
物
語
で
全
体
を
括
っ
て
体
裁
を
ま
と
め
、
ア
レ
ン
ジ
し
整
備
す
る
際

に
、
自
ら
の
知
識
を
そ
れ
と
な
く
紛
れ
込
ま
せ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
だ

ろ
う
。

　

教
養
と
し
て
の
音
楽
理
論
を
め
ぐ
っ
て
、
諸
ジ
ャ
ン
ル
の
文
学
作
品
の

な
か
か
ら
拾
い
出
し
て
み
た
が
、
学
問
的
専
門
的
知
識
が
広
く
行
き
渡
っ

て
い
る
と
こ
ろ
に
イ
ン
ド
的
特
徴
が
認
め
ら
れ
よ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ジ
ャ

ン
ル
か
ら
一
つ
の
サ
ン
プ
ル
し
か
拾
え
な
か
っ
た
か
ら
一
般
的
な
傾
向

と
判
断
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
よ
り
高
度
な
知
性
を
要
求
さ
れ
た

カ
ー
ヴ
ィ
ヤ
詩
人
の
手
に
な
る
カ
ー
ヴ
ィ
ヤ
作
品
に
、
音
楽
理
論
的
に
も

一
層
高
度
な
専
門
用
語
が
見
ら
れ
た
の
は
、
首
肯
で
き
る
点
で
は
あ
る
。

Ⅵ
．
仏
教
と
音
楽

　

ヴ
ェ
ー
ダ
の
宗
教
儀
礼
か
ら
発
し
て
い
る
イ
ン
ド
の
音
楽
で
あ
る
か

ら
、
仏
教
に
お
け
る
音
楽
の
様
相
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
だ
。

Ⅵ
︱
１
．
観
音

　

イ
ン
ド
の
主
に
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
献
の
な
か
か
ら
「
響
き
（
音
、
音

楽
）」
を
読
み
取
ろ
う
と
す
る
本
稿
の
趣
旨
に
、
ま
さ
に
同
調
し
て
く
れ

て
い
る
か
の
よ
う
な
存
在
が
仏
教
の
な
か
に
い
た
。
日
本
の
神
仏
の
な
か

で
も
最
も
親
し
み
が
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
観
音
様
、
観
世
音

菩
薩
だ
。「
音
を
観
る
」
と
い
う
、
聴
覚
の
対
象
で
あ
る
も
の
を
視
覚
で

捉
え
る
奇
妙
な
名
称
に
つ
い
て
、
最
新
の
文
献
学
・
言
語
学
的
研
究
の
も

と
ホ
ッ
ト
な
議
論
と
な
っ
て
い
る
。

　
『
法
華
経
』「
普
門
品
」
の
散
文
部
分
に
は
、
様
々
な
困
苦
・
危
機
に
あ

る
者
が
叫
ぶ
「
観
世
音
様
、
助
け
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
声
を
聴
い
て
救

済
に
来
て
く
れ
る
、
と
あ
り
、
韻
文
部
分
に
は
「
助
け
て
！
」
と
心
で
念

ず
れ
ば
、
そ
の
念
を
観
じ
て
救
済
に
来
て
く
れ
る
、
と
あ
る
。
そ
れ
は
、

前
者
の
原
語
がavalokita-svara

な
の
に
た
い
し
て
後
者
はavalokita-

sm
ara

と
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
い
う
。
元
来
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で

は
な
く
、
口
語
に
ち
か
い
諸
地
方
語
で
あ
る
プ
ラ
ー
ク
リ
ッ
ト
諸
語
の
ひ
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と
つ
ガ
ン
ダ
ー
ラ
語
で
『
法
華
経
』
が
編
ま
れ
て
お
り
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
語

で
はm

がv

で
表
さ
れ
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
で
区
別
さ
れ
るsvara-

と

sm
ara-

が
、
も
と
も
と
同
音
異
義
語
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、avalokita-

svara
は
、
直
訳
す
れ
ば
、「
観
じ
ら
れ
た
る
音
を
有
す
る
者
」、「
観
じ
ら

れ
た
る
念
を
有
す
る
者
」
と
い
う
二
つ
の
意
味
が
含
意
さ
れ
て
い
た
と
言

わ
れ
る
。［
辛
嶋　

二
〇
一
三
、二
四
︱
三
八
頁
、
辛
嶋　

二
〇
一
四
、四
七
〇

︱
四
八
〇
頁
］

　

も
っ
と
も
、
こ
の
語
はavalokiteśvara ( avalokiteśa)

す
な
わ
ち
、「
観

察
す
る
こ
と
（avalokita-
）
に
自
在
な
る
も
の
（īśvara

も
し
く
はīśa

）」

を
含
意
す
る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
形
が
原
義
で
あ
る
と
す
る
説
［Saito

］

な
ど
［
田
中　

二
〇
一
四
］
も
あ
っ
て
、
未
だ
決
着
は
つ
き
そ
う
に
な
い
。

だ
が
、「
声
」
を
聴
い
て
、
あ
る
い
は
「
念
」
を
観
じ
て
、
助
け
に
来
て

く
れ
る
と
い
う
観
音
様
の
菩
薩
行
に
変
わ
り
は
な
い
。
か
つ
て
拙
論
［
水

野　

二
〇
〇
一
］
で
、
神
の
名
を
声
に
出
し
て
唱
え
る
こ
と
と
、
心
の
中

で
念
じ
る
こ
と
の
相
違
を
論
じ
、
前
者
が
神
に
自
己
の
救
済
を
求
め
る
こ

と
、
後
者
が
自
己
同
一
を
図
る
こ
と
、
と
そ
れ
ぞ
れ
の
趣
意
を
指
摘
し
た

こ
と
が
あ
っ
た
が
、
観
音
菩
薩
は
「
音
」
に
な
ら
な
い
心
の
波
動
（
念
）

も
観
察
し
て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
か
。
人
間
の
耳
に
は
感
知
で
き
な
い
波

長
の
振
動
も
観
音
に
と
っ
て
は
「
音
」
な
の
だ
ろ
う
。

Ⅵ
︱
２
．
極
楽
浄
土
の
響
き

　

次
に
、『
無
量
寿
経
』
を
は
じ
め
と
す
る
浄
土
教
の
経
典
類
か
ら
「
音
」

を
拾
い
読
み
し
て
み
よ
う
。

　

阿
弥
陀
如
来
が
未
だ
ダ
ル
マ
ー
カ
ラ
（
法
蔵
）
菩
薩
と
し
て
菩
薩
行
を

修
し
て
い
た
時
、
大
人
相
（
三
十
二
相
八
十
種
好
）
を
具
え
て
い
た
が
、

そ
の
毛
孔
と
両
掌
か
ら
、
花
、
花
環
、
香
料
、
塗
油
、
傘
蓋
、
幢
、
幡
な

ど
と
も
に
器
楽
・
合
唱
が
出
て
き
た
、
と
あ
る
。［
藤
田
、
九
六
頁
］

　

極
楽
世
界
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
河
が
芳
し
い
香
り
の
す
る
水
を
湛
え
て

流
れ
て
い
る
が
、
同
時
に
甘
美
な
音
・
響
き
を
放
っ
て
い
る
と
言
う
。
そ

の
響
き
は
、
十
万
・
千
万
の
種
類
で
接
合
さ
れ
天
の
合
唱
で
調
整
さ
れ
た

楽
器
が
名
手
た
ち
に
よ
っ
て
合
奏
さ
れ
る
と
き
の
よ
う
に
快
い
。
深
遠

で
、
了
知
さ
れ
、
識
別
さ
れ
、
純
粋
で
、
耳
に
楽
し
く
、
心
に
触
れ
、
愛

ら
し
く
、
微
妙
で
快
く
、
魅
力
的
で
あ
り
、
聞
い
て
不
快
な
思
い
を
さ
せ

ず
、
不
可
思
議
な
寂
静
で
あ
り
、
無
我
で
あ
る
と
楽
し
く
聞
か
れ
、
そ
れ

が
衆
生
た
ち
の
耳
の
範
囲
に
達
す
る
。［
藤
田
、
一
一
二
︱
一
一
三
頁
］

　

さ
ら
に
、そ
の
諸
大
河
に
は
、白
鳥
、鶴
、鴛
鴦
、鴨
、鸚
鵡
、鶖
鷺
（
サ

ギ
）、
杜
鵑
（
ホ
ト
ト
ギ
ス
）、
ク
ナ
ー
ラ
（
鳩
那
羅
）、
カ
ラ
ヴ
ィ
ン
カ
（
迦

陵
頻
伽
）、
孔
雀
な
ど
の
快
い
鳴
き
声
が
あ
る
。［
藤
田
、
一
一
四
頁
］

　

河
岸
で
衆
生
た
ち
は
、
聞
き
た
く
な
い
と
思
え
ば
耳
に
入
ら
ず
、
聞
き

た
い
と
思
え
ば
、
思
っ
た
通
り
の
快
い
声
を
聞
く
、
と
い
う
。

・
・
仏
と
い
う
声
、
法
と
い
う
声
、
僧
と
い
う
声
、
波
羅
蜜
と
い
う
声
、

地
と
い
う
声
、
力
と
い
う
声
、
無
所
畏
と
い
う
声
、
不
共
仏
法
と
い
う
声
、

神
通
と
い
う
声
、
無
礙
解
と
い
う
声
、
空
・
無
相
・
無
願
・
無
作
・
無
生
・

無
起
・
無
有
・
無
滅
と
い
う
声
、
寂
静
・
寂
穏
・
寂
定
と
い
う
声
、
大
慈
・

大
悲
・
大
喜
・
大
捨
と
い
う
声
、
無
生
法
忍
・
灌
頂
地
の
逮
得
と
い
う
声

を
聞
く
。
か
れ
は
、
こ
の
よ
う
な
も
ろ
も
ろ
の
声
を
聞
い
て
、
遠
離
に
と

も
な
う
、
離
貪
に
と
も
な
う
、
寂
静
に
と
も
な
う
、
止
滅
に
と
も
な
う
、

法
に
と
も
な
う
、
覚
り
を
完
全
に
達
成
す
る
善
根
に
と
も
な
う
、
広
大
な

喜
び
と
歓
喜
を
得
る
の
で
あ
る
。［
藤
田
、
一
一
五
頁
］
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極 楽 世 界 で は 、  適 時 に 天 の 香 水 の 雲 か ら 雨 が 降 る が 、  そ の 際 、

天 の 花 、 宝 石 、 栴 檀 の 抹 香 、 傘 蓋 、 幡 な ど が 降 る 一 方 、 天 の 宮殿 、 幔 幕 が 空 中 に 支 え ら れ 、 そ こ で 器 楽 が 奏 で ら れ 、 天 女 たち が 舞 う 。  ［

藤 田 、 一 二 一 頁

］ 菩 提 樹 が 風 に 揺 り 動 か さ れ て 出 る

声 ・ 響 き が 無 限 の 世 界 に ひ ろ が り 、 そ れ を 聞 け ば 、 衆 生 た ち は覚 り の 極 致 ま で 、  耳 の 病 気 に 罹 る こ と も な い 、  と も い う 。  ［

藤 田 、

一 三 四 頁

］

　 （
極 楽 と い う

） 仏 国 土 に 生 ま れ た 菩 薩 た ち の 、 諸 々 の 行 動 の

な か に 、  「 大 い な る 法 の 太 鼓 の 響 き を も っ て 妙 な る 音 を 発 し 、大 い な る 法 の 鼓 を 打 ち 鳴 ら し 、 大 い な る 法 の 法 螺 貝 を 吹 き 鳴 らし ・ ・ 」  ［

藤 田 、 一 四 三 頁

］ と あ る 。

　
ま た 、

か し こ の 仏 国 土 に は 、 白 鳥 や 帝 釈 鴫 や 孔 雀 た ち が い る 。 そ れ らは 、 夜 に 三 度 、 昼 に 三 度 、 集 ま っ て 合 唱 を な し 、 ま た 各 々 調 べを さ え ず る 。 そ れ ら が さ え ず る と き 、  〔 五 〕 根 、  〔 五 〕 力 、  〔 七 〕覚 支 と い う 声 が 流 れ 出 る 。 そ の 声 を 聞 い て 、 か し こ に お け る かの 人 々 に は 、 仏 に 対 す る 思 念 が 起 こ り 、 法 に 対 す る 思 念 が 起 こり 、 僧 団 に 対 す る 思 念 が 起 こ る 。  ［ 藤 田 、 一 七 九 頁 ］・ ・ か の タ ー ラ 樹 の 並 木 や 、 か の 鈴 の つ い た 網 が 風 に 吹 き 動か さ れ る と き 、 妙 な る 快 い 声 が 流 れ 出 て く る 。  ・ ・ あ た か も 、十 万  ・  千 万 の 種 類 か ら 成 る 天 の 楽 器 が 、 ま た 聖 者 た ち に よ っ て合 奏 さ れ る と き 、 妙 な る 快 い 声 が 流 れ 出 て く る よ う に 、 ま さ しく 同 じ よ う に 、  ・ ・ 妙 な る 快 い 声 が 流 れ 出 て く る 。 そ の 声 を 聞い て 、 か し こ に お け る か の 人 々 に は 、 仏 に 対 す る 随 念 が 身 に 生じ 、 法 に 対 す る 随 念 が 身 に 生 じ 、 僧 団 に 対 す る 随 念 が 身 に 生 じる 。  ・ ・  ［ 藤 田 、 一 八 〇 頁 ］

　
以 上 見 て き た よ う に 、 極 楽 浄 土 に お い て は 、 川 が 流 れ る 音 や

さ ま ざ ま な 鳥 の 囀 り が た だ 心 地 よ い ば か り で な く 、 完 全 な る 覚者 （

仏
） へ と 誘 っ て く れ る 響 き が あ っ た 。 ま た 、 天 の 楽 人 た ち

に よ る 演 奏 や 天 女 の 舞 も 楽 し む こ と が 出 来 る 場 で あ っ た 。Ⅶ ． 医 学 文 献 か ら　
音 楽 と 宗 教 と の 関 係 は 、  「 音 楽 に よ っ て 解 脱 で き る か ？ 」 と

い う 問 い ［

上 村

　
一 九 七 七

］ に 究 極 さ せ る こ と が で き る だ ろ う

が 、 深 入 り す る の は 別 の 機 会 に 譲 り 、 こ こ で は 、 音 楽 に よ る 精神 作 用 ・ 身 体 作 用 に つ い て 、 イ ン ド で は ど ん な 見 解 を 持 っ て いた か 、 僅 か な 例 な が ら 指 摘 し て お き た い 。 極 楽 浄 土 と い っ た 特異 な 空 間 で は な く 、 現 実 の 人 間 世 界 に お け る 音 の 作 用 に つ い てで あ る 。　
イ ン ド 医 学 す な わ ち ア ー ユ ル ・ ヴ ェ ー ダ （

āyur-veda ） も 古 い

文 献 を 持 っ て い る が 、 そ の う ち 、 二 世 紀 頃 に は 成 立 し て い たと さ れ る 内 科 的 考 察 が 中 心 の 『 チ ャ ラ カ ・ サ ン ヒ タ ー （

Caraka-

sa
ṃhitā ）  』 の な か に 、  い わ ゆ る 音 楽 療 法 の 可 能 性 も 示 唆 す る 文 言

を 見 つ け た 。

・ ・ 歌 、 音 楽 演 奏 、 お 笑 い 、 称 賛 の う た 、 物 語 、 伝 説 、 古 い話 に 上 達 し た 人 々 や 患 者 の 気 持 ち を 察 し 、 気 に 入 ら れ 、 場 所と 時 間 を わ き ま え た 取 り 巻 き の 人 々 が 必 要 で あ る 。  ・ ・  ［ 矢 野 、一 〇 六 ︱ 一 〇 七 頁 ］
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医 学 文 献 も 膨 大 な 量 の 蓄 積 が あ る の で 、 一 朝 一 夕 に は 扱 い き

れ な い が 、 音 楽 療 法 に 焦 点 を 当 て た 研 究 ［

Katz

］  ［

Nalapat

］ も

あ る の で 、 い つ か 探 索 し て み た い 。Ⅷ ． お わ り に　
イ ン ド に は 「 ラ サ （

rasa ） 論 」 と い う 芸 術 鑑 賞 論 が あ る 。 先

述 の 演 劇 論 書 『 ナ ー テ ィ ヤ ・ シ ャ ー ス ト ラ 』 以 来 、 連 綿 と 考 察さ れ 続 け て き た 。 日 常 生 活 に お け る 各 種 の 体 験 や 、 演 劇 ・ 文 芸鑑 賞 に よ る 疑 似 体 験 で 、 潜 在 し て い た 諸 々 の 感 情 が 顕 在 化 し た状 況 を 、  ラ サ （

味 わ い

） と な っ た 感 情 と し て 、  八 つ （

欲 情 、  歓 喜 、

悲 愴 、 憤 慨 、 勇 猛 、 恐 怖 、 嫌 悪 、 驚 嘆

） 立 て る 。 ま さ に 感 情 が 味

得 さ れ て い る 状 態 だ 。 そ れ ぞ れ の 潜 在 的 感 情 を ラ サ の 状 態 に 至ら し め る た め の 要 素 、  す な わ ち 登 場 人 物 （

舞 台 上 の 俳 優

）  、  演 技  ・

仕 草 （

発 汗 、 鳥 肌 な ど の 自 律 神 経 系 身 体 的 変 化 も 含 む

）  、 台 詞 、 小

道 具 、 大 道 具 、 等 々 、 ど の よ う な 要 件 を 満 た し た も の が 効 果 的か を 各 々 緻 密 に 論 じ る の だ 。　
今 回 は 触 れ ず じ ま い だ っ た が 、 太 古 よ り 発 展 し て い た 韻 律 学

に お い て も 、 ラ サ 論 が 援 用 さ れ る こ と が あ る 。 長 母 音 と 短 母 音の 三 音 節 ず つ の 組 み 合 わ せ で 八 種 の 塊  （

ガ ナ

gaṇa ）  が 出 来 る が 、

そ れ を ま た 幾 つ か 組 み 合 わ せ て 一 詩 節 の 韻 律 が 構 成 さ れ る 。 その 際 の 組 合 わ せ 方 に よ っ て 、 ど う い っ た ラ サ が 醸 し 出 さ れ るか 、 と い っ た 議 論 を し た 。 不 適 切 な 組 み 合 わ せ だ と 「 嫌 悪 」 感を も た ら し て し ま う こ と だ っ て あ る と い う 議 論 だ 。 中 世 期 以降 、 第 九 の ラ サ と し て 「  （

宗 教 的

） 寂 静 感 ： シ ャ ー ン タ ・ ラ サ

（

śānta-rasa ）  」 を 加 え て 論 じ る 詩 論 家 ［ 上 村

　
一 九 八 九 ］ も 多 勢

出 て き た 。 つ ま り 、 芸 術 が 宗 教 的 情 操 に 働 き か け る と い う 認 識で あ る が 、 こ れ が 加 え ら れ た 経 緯 は 、 仏 教 劇 や ジ ャ イ ナ 教 文 芸な ど が 後 ろ 盾 と な っ て  ［

Raghavan: 10-12

］  、  歌 舞 音 曲 の 精 神 作 用 、

と り わ け 「 寂 静 の 境 地 」 へ の 誘 導 作 用 が 見 逃 せ な い も の と 考 えら れ た か ら の よ う な の だ 。　
雑 駁 な が ら 、 諸 ジ ャ ン ル の 文 献 か ら イ ン ド の 響 き を 拾 い 上 げ

て み た 。 彼 ら に と っ て 音 楽 、 音 、 響 き は 聴 覚 器 官 を 刺 激 し 快 感を も た ら し て く れ る も の で あ る こ と は 勿 論 だ が 、 そ れ に 留 ま らず 、 全 身 全 霊 で 受 け 止 め て 自 ら の 「 生 」 の 糧 と し て い る 様 相 も観 取 で き た よ う に お も う 。(
E

n
d

n
ot

e
s)

１
　
誤 謬 な く 記 憶 、 伝 承 す る た め 、 同 じ 文 を 主 に 三 通 り （ さ ら に 強 固 な ら

し め る た め の 八 通 り ） に 分 節 、 節 の 前 後 置 き 換 え 、 リ フ レ ー ン な ど を 施す 暗 誦 法 上 の 工 夫 が 凝 ら さ れ た 。  ［ フ ィ リ オ ザ 、 十 九 ︱ 二 十 六 頁 ］

２
　
ジ ャ イ ナ の 伝 統 で は 七 十 二 種 挙 げ ら れ る 。 男 女 で 数 が 異 な る こ と も あ

る 。  ［ 水 野

　
二 〇 一 四 、  三 七 九 頁 、 注 十 六 ］  ［

Venkatasubbiah, 
A and 

E. 
Mül-

ler, 1914, “
The 

Kalās”, The Journal of the 
Royal 

Asiatic Society of 
Great 

Britain 

and Ireland
, vol. 46, pp.335-367. ］

３
　
十 三 世 紀 ご ろ カ シ ュ ミ ー ル 出 身

Soṭhala

の 子

Nniśśaṅka 
Śārṅgadeva

に よ

る  『 サ ン ギ ー タ  ・  ラ ト ナ ー カ ラ  （

Saṅgīta-ratnākara

）  』  は 、  『 ナ ー テ ィ ヤ  ・  シ ャ ー

ス ト ラ 』 以 来 の イ ン ド 古 典 音 楽 理 論 を 集 大 成 し た も の と し て 重 要 。

４
　
説 話 の 東 西 交 流 は 個 々 の お 話 単 位 で は な く 、 モ チ ー フ 毎 に 考 察 さ れ 、
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東
か
ら
西
へ
至
っ
た
モ
チ
ー
フ
も
あ
れ
ば
、
そ
の
逆
も
多
く
認
め
ら
れ
る
［
水
野

二
〇
〇
七
］。

５　
Pañca-tantra

の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
版
は
主
に
四
つ
の
系
統
に
分
類
さ
れ
る
多
く
の

伝
本
（
写
本
）
を
も
つ
が
、
こ
こ
に
引
用
す
る
［
田
中
・
上
村
］
訳
は
、
タ
ン
ト
ラ
ー

キ
ヤ
ー
イ
カ
系
の
な
か
の
小
本
と
呼
び
習
わ
し
て
い
る
版
で
九
〇
〇
︱
一
一
〇
〇
年

の
間
に
成
立
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。
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。
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︱
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︱
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ィ
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テ
ル
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ッ
ツ
著
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中
野
義
照
訳
、
一
九
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の
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︱
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︱
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本
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度
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は
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︱
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︱
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。
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二
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頁
。
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︱
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ヤ
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社
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五
四
五
︱

五
六
〇
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島
田
外
志
夫
、一
九
八
二
b「
ラ
ー
マ
ー
ヤ
ナI.4

の
音
楽
用
語
」『
印
度
学
佛
教
学
研
究
』

第
三
十
号
第
二
号
、
九
二
五
︱
九
二
〇
頁
。

島
田
外
志
夫
、
一
九
九
六
「
イ
ン
ド
音
楽
史
の
試
み
（
古
代
篇
）」『
イ
ン
ド
思
想
と
仏

教
文
化
：
今
西
順
吉
教
授
還
暦
記
念
論
集
』
春
秋
社
、
一
〇
七
︱
一
二
一
頁
。

田
中
於
菟
弥
・
上
村
勝
彦　

訳
、一
九
八
〇
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話
12
：
パ
ン
チ
ャ
タ
ン
ト
ラ
』

大
日
本
絵
画
。

田
中
公
明
、
二
〇
一
四
「
観
音
の
語
源
再
考

︱
羅
什
以
前
の
漢
訳
に
現
れ
る
尊
名
を

中
心
に

︱
」『
印
度
学
佛
教
学
研
究
』
第
六
二
巻
第
二
号
、五
二
九
︱
五
三
八
頁
。

中
村
了
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訳
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ァ
ー
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ー
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ー
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ナ　

１
』
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巻
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洋
文
庫
八
二
〇
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凡
社
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六
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書
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藤
田
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達　

訳
、
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・
阿
弥
陀
経
』
法
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館
。

フ
ィ
リ
オ
ザ
、ピ
エ
ー
ル=

シ
ル
ヴ
ァ
ン
著
、竹
内
信
夫
訳
、二
〇
〇
六
『
サ
ン
ス
ク
リ
ッ

ト
』
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社
。

水
野
善
文
、
二
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一
「
イ
ン
ド
の
称
名
」『
空
と
実
在
：
江
島
惠
教
博
士
追
悼
論
集
』

春
秋
社
、
四
八
一
︱
五
〇
〇
頁
。

水
野
善
文
、
二
〇
〇
七
「
死
の
手
紙
、
東
へ
？　

西
へ
？ 

︱
説
話
伝
承
研
究
の
試
み

︱
」『
総
合
文
化
研
究
』
第
十
号
、
七
八
︱
一
〇
二
頁
。

水
野
善
文
、
二
〇
〇
八
「
ジ
ャ
ン
ル
を
異
に
す
る
諸
テ
ク
ス
ト
間
の
時
空
︱
イ
ン
ド
文

学
史
の
記
述
法
を
模
索
し
つ
つ
︱
」（
平
成
十
七
︱
十
九
年
度
科
学
研
究
費
補
助

金
・
基
盤
研
究
A
成
果
報
告
書
）『
多
言
語
社
会
に
お
け
る
文
学
の
歴
史
的
展
開
と

現
在
：
イ
ン
ド
文
学
を
事
例
と
し
て
』
東
京
外
国
語
大
学
、
一
七
一
︱
一
九
五
頁
。

水
野
善
文
、
二
〇
一
四
「
語
り
部
と
し
て
の
ジ
ャ
イ
ナ
教
徒
︱
『
獅
子
座
三
十
二
話
』

を
中
心
に
︱
」『
奥
田
聖
應
先
生
頌
寿
記
念
イ
ン
ド
学
仏
教
学
論
集
』佼
成
出
版
社
、

三
六
九
︱
三
八
一
頁
。

矢
野
道
雄
訳
、
一
九
八
〇
『
イ
ン
ド
医
学
概
論
』、
朝
日
出
版
社
。

吉
次
通
泰
、
二
〇
〇
八 

「
古
代
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
の
終
末
期
医
療
」『
イ
ン
ド
哲
学
仏

教
学
研
究
』　

十
五
、五
七
︱
七
十
頁
。




